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§1 序
木星の表面は縞状 の構造 を持 -た厚い雲によ って包まれておD,外から内部
を うかが う術 もをい ｡縞の模様から言 って､上昇気流 のような大気運動がある
'らしいをどといろいろ推測されているだけであるO 土星 よb外側になると余 り
にも遠 くをbす ぎて観測は一層難 しく怒る ｡ したがってこれらの惑畠の内部構
造に関するデータとしては質量,平均半径 , ある種の力学常数,とい った もの
があるだけで､それに電波観測か ら推定 される磁場 の値､理論的に導かれた内
部 よDの熟流の値を二三の惑星に対 しつけ加えると､′現在我 々の持 っている知
織は尽 きてしまう｡ (第 1表)しかし､こうい った乏 しいデ-タからで も◆､物
性論的知見に基ずいて多少の指像が得 られない訳でも貴い ｡ そしてその結果は､4





質 量 嫉 318.35 95.3




























熱 流 1.2×104(erg/C皿舞ec) 4×103 ? ?
疎 *帝は地球を 1とした相対値を表わすQ
又 eXは惑星の表面が
言 霊,lon三fnEr2:聖 二蕉 6.2DI聖 肇 ‰
は oblaもeneS･Sio;ip:21･ar4蒜 t& r三警 ･),
I.Kは惑星の-重力ポテンシャルが
Re l
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と各々､記述できるとした際の定数を意味するo筒_密姓モ-メン トもこれら
のデータから ヽ
























-鳥こに存在しない冨そこでこ溝 儀儀 星の衰両断 まmQlec心arhydrogenである
藩と仮定Lよ号｡するIと次に問題になるのは与あ物質が内部にあって高圧に曝さ
∴‰ た酎 藩 なる相転移が起｡,節
???? ??
??

















第2図 固体水素のato血icvolumeV とl aもon当 り~の
エネルギ-Eの問の関係O匂配が圧力を与える.


















































第 3図 hydrvgenPlanetの丸紅R reユa七ion
えないことを考慮して､それか ら先を重い core物質 甲e.C.N,0.･F.e,
























蕃奉 を与 え る とと'lこなる｡この姑巣は内部の高温が外人伝わりやすいことを思
岩塩 . 木 星 な どが極めて大型の惑星で､放射性元素 (特にCPre中に多いであ
ろ う) か らの熟 を多量に発生しやすいことを考え合せると前記の熟韓の話を柄
得 させ そ うで あ るoLかし以上の計算はあくまで純金属の時の話で､買際には
ilnPurityに より糸担体がelectronからphononに移り.伝導度が二桁落ち
る可能 性 が 強いから,対流や編射による熱伝導の問題と共に.これからの解析
に待 つ.点 が 多 い｡


















って擾乱を受けⅤ弧 All亘 ノbe･ltか らこぼれ落ちた荷電粒子が非常に濃い電
離層にぶつかってp_las甲 振動をひき患 し､それが何 らか'a機構で棟故に変っ
たものであると解釈する人 もいるq.このニJT3は一応全然独立に測定できるので
-あるが､以上の解釈のもとに太虚のⅡagneもicdipむユeの位置を推定 してみる





うて木星の固掛 と一つのスケ イルを入れること申できる (SyBtem正と呼 呼れ
る｡)'これと蘭連して面白い釧 まいわゆるred~spoも の運動である｡_この長


























第 7図 いろいろなモデルPlanet のM-R 図
義3.2 GhonnePlant
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